
2022 年度 動物の行動と管理学会 総会報告 

 

日時：2022 年 9 月 2日（金）13:30-14:00 

場所：ハウスクエア横浜 ハウスクエアホール（対面）、ハイブリッド開催（Zoom） 

参加者人数：35 名（対面）、15 名（Zoom） 

 

新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の拡大予防の観点から、対面形式およびリモ
ート形式のハイブリッド開催とした。 

 

1） 2021 年度活動報告について、以下の事項を承認した。 

① 役員会（リモートおよびメール審議）、メールによる総会、およびリモート臨時総会を

開催した。 

② 勉強会、研究発表会、シンポジウム、夏の学校を開催した（すべて Zoom による）。 

③ ISAE がオンライン開催となったため参加助成は募集しなかった。 

④ HP の国際学会参加助成のページを整理し、申し合わせと申請書をダウンロードできる

ようにした。 

⑤ 学会ウェブサイトを立ち上げ、学会に関する情報を更新するとともに、FB ページにつ

いても新規運用をおこなった。採用情報等は FB ページに掲載した。学会からの連絡や

会員の情報交換などに利用する ML の運営を行った。 

⑥ ニュースレターは、5月および 11 月の 2回発行した。 

⑦ 学会誌「Animal Behaviour and Management」の第 57 巻として、4号（164 頁）を発行

した。2021 年度における掲載論文数は、原著論文 4編、短報 3編、資料 1編であった。

2022 年度は第 58 巻として、3号（172 頁）まで発行済み。2022 年度 8月末時点の掲載

論文数は、総説 1編、原著 5編、資料 3編。8月 31 日時点で昨年度 3月からの Reject

（取り下げ含む）は 1 編、現在、審査中が 8 編（うち受付から 1 年を超えたものが 3

編）であった。 

⑧ J-STAGE における ABM 誌（統合前の日本家畜管理学会誌・応用動物行動学会誌（第 44

巻～第 54 巻：論文記事数 669）および統合後の動物の行動と管理学会誌（第 55 巻～第

57 巻：論文記事数 30）の合算）のアクセス数および全文 PDF のダウンロード数は、2020

年の前半に大きな伸びを示し、その後は比較的安定的に推移している。 

⑨ 2021 年度の入退会者はそれぞれ 59 名と 26 名であり、2022 年 3 月 2日時点での会員数

（予算根拠）は 260 名（正会員 227 名 学生会員 27 名 法人会員 6名）となった。 

⑩ 2021 年度一般会計決算、特別会計決算書（資料 1）および 2020 年度会計監査報告（資

料 2）があった。 

 

2） 2022 年度事業計画について、以下の事項を承認した。 



①理事会および総会の開催 

� 2022 年 4 月 18 日に、役員会をリモート開催することした。また、2022 年 9 月 1 日に

役員会を、9月 2日に総会をいずれもハイブリッド開催することした。 

②研究発表会、シンポジウムの開催 

� 2022 年 9 月 1 日～2 日に研究発表会を、9 月 2 日 に公開シンポジウム「動物とコンピ

ューターのインタラクション」をいずれもハイブリッド開催することした。 

③国際連携、広報および学会誌 

� 国際応用動物行動学会派遣等基金による ISAE2022への参加助成を実施することとした。

同様に、国際学会参加助成（口頭発表者向け）も募集することとした。なお、今後はオ

ンライン開催でも参加費分を補助することとした。 

� 学会ウェブサイトおよび FB ページ、ML で学会についての情報を発信する。また、会員

相互の親睦を図ることを目的として年 3回(5 月、10 月、1月)を目標にニュースレター

を発行することとした。 

� 学会誌「Animal Behaviour and Management」を第 58 巻として、4号発行する。このう

ち、第 3号については大会発表要旨を掲載し、冊子体として印刷する。 

④会計 

� 2022 年度一般会計予算および 2022 年度特別会計予算を資料 3のように計上した。 

 

3） その他 

（1）年度開始（3月 1日）から総会開催時期（秋）までに期間が空く点 

� これまでは次年度開始直前に大会が開催され、同時に総会も開催されていたため、次年

度の事業計画および予算については、総会承認後に執行することが可能であった。しか

し、本年度のように年度直後の理事会で事業計画と予算が承認され、事業が動き始める

が、総会による承認は秋の大会時になることが今後も想定される。このため、今年度の

総会において、今後とも今年度の方式に倣って進めることが承認された。 

 

  



資料 1：2021 年度一般会計および特別会計決算 

 

 

 



資料 2：2021 年度会計監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3：2022 年度予算（案） 

 

 2022年度予算（案）
収入(円) 支出(円)

項目 2022予算 2021予算 2022予算 2021予算
前年度繰越金 4,324,642         3,643,367         119 備品費 -                     -                     -                    
個人会費 1,016,000         952,000           107 消耗品費 5,000               10,000             50

法人会費 72,000 72,000             100 通信費 40,000             50,000             80

寄付金                       -                       - -              会議費 -                     -                     -                    
雑収入 75,000             50,000             150 謝金 -                     -                     -                    
預金利子 20                   20                   100 雑費 20,000             20,000             100

会誌発行費 750,000           750,000           100

研究会・総会開催費 300,000           25,000             1,200                    

シンポジウム開催費 100,000           75,000             133

若手懸賞費 70,000             70,000             100

予備費 4,202,662         3,717,387         113

合計 5,487,662         4,717,387 116 合計 5,487,662         4,717,387         116

前年度繰越金：　4,324,642円
個人会員：　254名　×　4,000円にて試算　2022年3月2日現在*会員数 *1年以上会費未納による会員退会処理後
法人会員：　6法人　×　12,000円（3口分）にて試算　2022年3月2日現在会員数
雑収入：　著作権使用料など（2021年度決算額に基づき前年度予算から増額）
預金利子：　総合口座の利子

消耗品費：　ファイル、封筒代など（過去年度の支出実績に基づき減額）

通信費：　サーバー使用料、郵送料など（過去年度の支出実績に基づき減額）

会誌発行費：　冊子印刷代、発送手数料、発送料、J-STAGE掲載データ作成料
研究会・総会開催費：　大会経費（会場費あるいはwebツールの費用など）

予備費：　各支出への予備、未設定項目への支出

2022/2021
(%)

2022/2021
(%)

シンポジウム開催費：　企画に係る経費、非会員のシンポジウム演者への謝金など

若手懸賞費：　2022年度優秀発表賞4,000円×5名、国際学会参加助成制度50,000円×1名にて試算


